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江
戸
時
代
、
将
軍
が
代
替
わ
り
を
す
る

と
、
幕
府
が
諸
国
の
大
名
や
各
地
の
幕
府
領

の
監
視
と
情
勢
調
査
の
た
め
に
使
者
を
派

遣
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
使
者
を
「
巡

じ
ゅ
ん

検け
ん

使し

」
と
呼
ぶ
の
で
す
が
、
将
軍
の
命
を
受
け

た
巡
検
使
が
来
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
各
地

の
大
名
達
は
落
ち
度
の
な
い
よ
う
入
念
な

準
備
を
行
い
、
通
過
す
る
村
々
や
、
宿
泊
や

食
事
、
道
案
内
な
ど
の
接
待
に
あ
た
る
村
役

人
は
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）

に
「
国く

に

廻ま
わ
り

上じ
ょ
う

使し

」
と
い
う
名
で
実
施
さ

れ
、
そ
の
後
四
代
将
軍
家
綱
の
代
、
寛
文

七
年
（
一
六
六
七
）
に
巡
検
使
と
し
て
再

開
後
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
七
）
ま
で

計
八
回
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
巡
検
使
に
は
、
各
地
の
大
名
（
藩
）
の

領
地
を
巡
検
す
る「
諸
国（
私
領
）巡
検
使
」

と
、幕
府
領
を
巡
検
す
る
「
御ご

料り
ょ
う（
公
領
）

巡
検
使
」
の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
美
作

国
は
、
私
領
は
津
山
藩
や
勝
山
藩
の
ほ
か
、

他
国
大
名
の
飛
地
が
数
多
く
あ
り
、
幕
府

領
で
も
、
管
轄
す
る
代
官
所
が
複
数
あ
っ

た
り
預

あ
ず
か
り

地ち

（
藩
に
管
理
を
委
託
し
た
幕

府
領
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
領
有
関
係
が

非
常
に
複
雑
で
巡
検
の
順
路
や
場
所
の
設

定
が
難
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
巡
検
使
の
入
国
が
決
ま
る
と
、

藩
や
代
官
所
で
は
支
配
下
の
村
々
で
雑
務

の
相
談
係
、
案
内
係
、
人
馬
の
手
配
係
、

宿
所
の
見
廻
り
係
な
ど
役
割
分
担
を
決
め
、

こ
れ
ら
の
責
任
者
に
村
の
庄
屋
が
あ
た
り

ま
す
。
そ
し
て
諸
経
費
の
負
担
や
人
馬
の

供
出
の
割
り
当
て
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
宝
暦
十
一
年（
一
七
六
一
）

の
巡
検
で
は
、
道
中
の
荷
物
の
運
搬
な
ど

の
労
働
に
あ
た
る
人
を
八
日
に
わ
た
っ
て

の
べ
二
、
〇
〇
〇
人
、
馬
は
二
四
〇
頭
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
馬
の
手
配

係
の
庄
屋
は
通
過
す
る
村
々
と
近
隣
の
村

に
よ
び
か
け
、
こ
れ
ら
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
巡
検
使
は
、
幕
府
の
旗
本
（
家
格
の
高

い
家
来
）
の
う
ち
、
千
～
千
五
百
石
取
り

の
大た

い

身し
ん

の
者
か
ら
正
使
・
副
使
・
添て

ん

使し

の

三
名
が
選
ば
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
三

人
に
は
家
来
や
付
き
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇

～
五
〇
人
程
度
付
き
添
い
ま
す
の
で
、
総

勢
百
人
以
上
の
一
行
に
な
り
ま
す
。
こ
の

一
行
が
領
内
に
い
る
間
の
宿
所
や
食
事
・

休
憩
場
所
の
手
配
や
、
通
過
す
る
道
路
の

清
掃
や
橋
の
修
繕
な
ど
、
巡
検
使
に
失
礼

が
あ
っ
た
り
事
故
な
ど
が
な
い
よ
う
細
心

の
準
備
が
必
要
で
し
た
。

　
久
田
地
区
の
土は

生ぶ

村
の
日
笠
家
文
書
の

中
に
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
の
「
御

巡
検
美
作
国
御
案
内
道
記
」
と
い
う
史
料

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
巡
検
使
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
を
書
い
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
本
で
、
主
立
つ
役
人
を
間
違
え

な
い
よ
う
名
前
と
家
紋
・
合
印
（
目
印
）

が
記
さ
れ
、
巡
検
使
の
想
定
質
問
な
ど
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
巡
検
使

が
通
る
村
々
の
　
①
米
の
取
れ
高
、
作
付

高
、
年
貢
米
は
何
百
石
何
斗
何
升
何
合
か
　

②
村
の
戸
数
と
男
女
別
の
人
口
、
牛
馬
の

頭
数
　
③
土
橋
と
井
堰
の
数
　
④
土
木
工

事
の
内
容
　
⑤
道
路
か
ら
見
え
る
森
や
神

仏
を
祀
る
お
堂
の
数
　
⑥
寺
院
の
名
前
や

沿
革
、
将
軍
か
ら
承
認
さ
れ
た
寺
領
が
あ

る
か
　
⑦
名
所
旧
跡
や
山
川
の
概
要
、
川

は
ど
の
川
に
合
流
す
る
の
か
　
⑧
古
城
跡

と
そ
の
城
主
の
名
前
、
遠
く
に
見
え
る
城

跡
で
も
尋
ね
ら
れ
た
ら
き
ち
ん
と
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
な
ど
細
か
く
記
さ
れ
、
さ

ら
に
通
行
す
る
順
路
と
村
名
、
距
離
、
休

憩
・
宿
泊
場
所
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
巡
検
で
は
諸
国
巡
検
使
は
鏡
野

町
域
を
通
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
御
料
巡
検
使
は
町
域
南
部
を
巡
検
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
巡
検
使
の
入
国
は
、
藩
や
代
官
所
の
役

人
達
だ
け
で
は
な
く
、
村
の
人
々
に
と
っ

て
も
大
き
な
負
担
を
伴
う
緊
張
感
あ
ふ
れ

る
一
大
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
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